
どなたでも参加いただける、オープンな読書会です。

閉館後の図書館で、1 冊の本がもたらす幸福を一緒に 

味わいましょう。 
 

今回の課題本は、 

『異邦人』 

(カミュ／著 新潮社) です。 

 

「太陽のせい」で人を殺してしまった男、ムルソーを主人

公に、人間社会にはびこる不条理を描き出す。 

フランスのノーベル文学賞受賞作家、アルベール・カミュ

の代表作です。 

■ 日時 ５月 16 日(木) 19 時 00 分～20 時 15 分 

■ 場所 玉川図書館 1 階 公開ホール 

■ 主催 KANAZAWA 本の森・実行委員会 

■ 定員 10 名(先着順) 

  ※４/23（火）１０時より受付開始 

本の森読書会 のお知らせ 
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こどもの日に飾られる鯉のぼり。中国の言い

伝えでは、滝をのぼった鯉は龍になると信じられ

ていました。空を泳ぐ大きな鯉のぼりには、子ど

もたちにもいずれ龍になる鯉のように立派にな

ってほしい！という願いがこめられています。 

 

 

■ 開館時間 ■ 
 
火～金 

１０時～１９時 
 
□ 土日祝 

１０時～１７時 

５月の 

カレンダー 

入場

無料 

近世史料館 春季展 

藩主礼状にみる贈答品 

期間 ７月７日(日) まで 

会場 近世史料館 展示室 G
re

月 火 水 木 金 土 日

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

休

13
14 15 16 17 18 19

休

20
21 22 23 24 25 26

休

27
28 29 30 31

 

 

１『成瀬は天下を取りに行く』  

宮島未奈／著 新潮社 

１『方舟を燃やす』  角田光代／著 新潮社 

３『板上に咲く』   原田マハ／著 幻冬舎 

４『しんがりで寝ています』 

三浦しをん／著 集英社 

５『spring』        恩田陸／著 筑摩書房 

６『ヒポクラテスの悲嘆』 中山七里／著 祥伝社 

７『定食屋「雑」』    原田ひ香／著 双葉社 

８『山の上の家事学校』 

近藤史恵／著 中央公論新社 

９『うまいダッツ』     坂木司／著 文藝春秋 

10『変な家 ２』     雨穴／著 飛鳥新社 

      

予約ランキング （3/11～4/1０） 

 
今年の本屋大賞受賞作です！ 

裏面でも特集しています。 



 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月のおすすめ本テーマ 

心と身体への思いやり 

 

松ヶ枝福祉館 

発行 金沢市立玉川図書館・近世史料館 

〒920-0863 石川県金沢市玉川町２番 20 号 

電話 (076)221-1960 FAX (076)222-6938 

E-mail：m-m@lib.kanazawa.ishikawa.jp 

金沢市図書館ホームページ 

https://www.lib.kanazawa.ishikawa.jp/ 

※駐車場に限りがございます。公共交通機関による 

ご来館にご協力をお願いいたします。 

 

 新年度が始まり、早や一か月。知らず知らずのうちに、

疲れが溜まってきているのではないでしょうか。そんな

あなたをやさしく癒してくれる「本」を集めました。 

 
『心も体ももっと、ととのう薬膳の食卓365日』 

(498.58 ココ)  
川手鮎子／著 自由国民社 2023 年 

中医学のエキスパートが教える、免疫力を上げて健

康に暮らす知恵を季節に沿って 365 日分まとめた、令

和の養生大全。 

薬膳の基礎的なルールから、おすすめの食材まで紹

介されており、読むだけで健康に生きていくための知

識が身に付きます。 

 

『一生に一度だけの旅 
世界の街道を行くBEST500』(290.93 イ)  

リタ・アリヨシ／ほか著 花田知恵／訳 

日経ナショナルジオグラフィック社 2011 年 

ロマンチックな水辺のドライブ、人跡まれな最果

ての地、時が止まったような村や町…。 

車で訪ねたい世界の街道をビジュアルとともに紹

介。めくるだけで心が落ち着きそうです。 

『一篇の詩に出会った話』(911.04 イツ) 
Pippo／編 かもがわ出版 2020 年 

近代詩の伝道師 Pippo が、西加奈子、穂村弘、宮内

悠介など様々な分野で活躍する 11 人に、その人にと

って特別な「一篇の詩との出会い」を聞いたインタビ

ュー集。 

人生を揺さぶられるような詩を、あなたも探してみ

ませんか。 

 

２０２４年 本屋大賞 発表！ 

４月１０日(水)に２０２４年の本屋大賞が発表されました！ 

今回の大賞はこちらの作品です。 
 

『成瀬は天下を取りにいく』 
宮島未奈/著 新潮社 

 
◆翻訳小説部門 

１位  『ようこそ、ヒュナム洞書店へ』 

ファン・ボルム/著 牧野美加/訳 集英社 
 

◆発掘部門 

・2022 年 11 月以前に刊行された本の中から選ばれた「今

読み返しても面白い本」です。 

超発掘本   『プラスティック』 

井上夢人/著 講談社文庫 

 

２位『水車小屋のネネ』   津村記久子/著 毎日新聞出版 

３位『存在のすべてを』    塩田武士/著 朝日新聞出版 

４位『スピノザの診察室』     夏川草介/著 水鈴社 

５位『レーエンデ国物語』      多崎礼/著 講談社 

６位『黄色い家』      川上未映子/著 中央公論新社 

７位『リカバリー・カバヒコ』  青山美智子/著 光文社 

８位『星を編む』         凪良ゆう/著 講談社 

９位『放課後ミステリクラブ 

１ 金魚の泳ぐプール事件』 知念実希人/著 ライツ社  

10 位『君が手にするはずだった黄金について』     

小川哲/著 新潮社 

2位～10位 受賞作 

『心とくらしが整う禅の教え』(597.9 ココ)  
吉村昇洋／著 オレンジページ 2021 年 

公認心理士・臨床心理士の資格を持つ、曹洞宗八屋

山普門寺の副住職が、禅寺での修行の経験から、すぐ

に実践できる掃除・片付けの方法と考え方を教えてく

れます。 

余裕がないとどうしても乱れてしまう身の回りの

ことを、整えてくれる一冊です。 

 


